SONY. 


4-262-581-01(3) 


シアタースタンドシステム 


取扱説明書 


RHT-G10 

お買い上げいただをありびとラございます。 

-鞭か I 電気製品は、ま全のための注意事頂を守 5 ないと、火災や人身事 

目で I 故になることがありまず。 

この取扱説明書には、事故をおぐための重要なミ主意事項と製品の取り扱いかたを示して 
います。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 
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A 警告 I まをのために 


ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事 
故になることびありを険です。事故を防ぐため 
になのことを必ずお守りください。 



ま全のためのを意事頃を守る 


3〜7ページのま意事項をよ<お読み<ださ 
い。製品全般のま意事項び記載されています。 

8ページの「使用上のごま意」ちあわせてお読 
み < ださい。 


定期のに点検ずる 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびな 
いか、コンセントと電源プラグの間にほこ0び 
たまっていないか、プラグびしっかり差し込ま 
れているか、などを点検してください。 


巧障した5ほわない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードなどび破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
修理をご依頼 < ださい。 


万一、異常び起をた6 


おな音 • においが 
した6、 

煙が出た5 



〇 

e 

〇 


電源を切る 
電源プラグをコン 
セントか6巧く 
お質い上げ店また 


I 十、/ ——サードマ 

窓□に修理を依頼 
する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解 
してから本文をお読みくだ 
さい。 

|/?\危険 I 

この表をのま意事項を守ら 
ないと、火災•感電-破裂 
などによ0死 t や大けびな 
どの人身事故び生じます。 

この表示のを意事項を守5 
ないと、乂災-感電などに 
より死 t や大けびなど人身 
事故の原因とな0ます。 

IA ミ主意 I 

この表示のま意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によ0けびをした0周辺 
の家財に損害をちえた0す 
ることびあ0ます。 

注意を促ず記号 ~ 

/k\ 

乂災 感電指のケガに 

ミち意 

行為を禁止ずる記号 ■ 

0 ® 

禁止 分辭禁止 

接独禁止 めれ手禁止 

污爾冒尉言 記号 

〇 處 

指示 つラグをコン 

セントから巧く 
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A 警告 


底 A 

义災 感電 


下記のま意事項を守5ないと义災 • 
感電により死 t や大けがの原因とな 
りまず。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所 電源プラグは巧き差ししやすいコンセ 

や、直射日光の当たる場所には置かな ントにつなぐ 


い 

上記のよラな場所に置< と、火がや感電の原 
因となることびありまず。特に風呂場などで 
は絶対に使用しないで < ださい。 


0 


異常び起さた場合にプラグをコンセントから 
扳いて、完全に電源び切れるよラに、電源プ 
ラグは容易に手の届<コンセントにつないで 
ください。本機の電源スイッチを切っただけ 
では、完全に電源から切り離せません。 


〇 

指示 


内部に水や異物び入5ないよラにする 

水や異物び入ると火災や感電の原因となりま 
す。本機を水滴のかかる場所に置かないでく |\) 


ださい。また、本機の上に花瓶などの水の 


禁止 


入ったをのを置かないで<ださい。 

-►万一、水や異物が入ったとさは、すぐに本機の電 
源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから 
扳さ、お買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
ご相談 < ださい。 


キャビネットを開けたり、分解や改造 
をしない 

火がや感電、けびの原因となることびあり 
ます。 

-► 内部の点おや修理はお買い上げ店また 
はソニーサービス 窓□にご依頼<ださ 
い。 


分解禁止 


乂炎源を置かない 

本機の上に、たとえば火のついた□ーソクな 
ど、火炎源を置かないで < ださい。 


0 


風通しの悪い所に置いたり、通風孔を 
ふさいだりしない 


巧をかけたり、毛足の長いじゅラたんや巧団 
の上または壁や家具に密接して置いて通風孔 
をふさいだり、キャビネットなどの狭い空間 
に押し込むなど、自然放熱の妨げになるよラ 
なことはしないでください。過熱して火災や 
感電の原因となることびあります。 


0 

禁止 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因 
となります。 i\j 

• 設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込 ^ 
んだ〇しない。 雨 

•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

•重いちのを載せたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

•移動させるとさは、電源コードを损く。 

.電源コードを扳<とさは、必ずプラグを持って抜 

<。 

■►万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店また 


はソニーサービス窓□に交換をご依頼くださし、 


雷が鳴りだした5、本機や電源プラグ 
に軸れない 

感電の原因となりまず。 


接触禁止 



本機を曰本国がで使わない 

交流10 0 V の電源でお使いください。海外な 
ど、異なる電源電圧の地域で使用すると、火 
災-感電の原因となります。 


〇 

指で 


本機にテレビを載せたげ態で、寄りか 
かったりぶ5下び5ない 

本機び転倒したり、テレビび落下して、大け 
び、死亡などの原因となることびあります。 

禁止 
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移動の際、側面を持たない 

本機を移動する隙、前面および側面を持 
つと本機び破損することがあり危険です。 
図のよラに本体と棚板をしっかりと持っ 
て < ださい。 



〇 


テレビや接続機器を設置したまま本機 
を動かさない 


本機を動かすとさは、必ずテレビや接続 
機器をはずして < ださい。 

テレビや接続機器を載せたまま本機を移 
動させると、パランスを失い本機び倒れ、 
大けびの原因となります。 


0 

禁止 


テレビと本機の間に電源コードおよび 
接続ケーブルをはさまないよラにする 


0 

禁止 


電源コードおよび接続ケープルに傷びつ 
いて火災や感電の原因となります。 

本機を動かすとさは、電源コードおよび 
接続ケープルび本機の下にからまないよ 
ラにして < ださい。 

電源コードおよび接続ケープルに傷びついて火災 
や感電の原因となります。 


本機の上に乗ったり、棚板の間に入つ 
て遊ばない 


お子様び本機の上に乗った0、棚板の間 
に入って遊んだりすると、ガラスび割れ 
る、本機び転倒ずる、テレビび落下する 
などの事態が発生し、大けがや死亡の原 
因となじます。 


0 

禁止 


4 









A 注意 


下記のま意事項を守 5 ないと I すが i を 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
ずることがありまず。 


加熱した銅、湯;’弗しなど熱いちのを置 
かない 

ガラス天板び割れたりして、けびの原因とな /"V 
ることびありまず。また、本機を傷める原因1\) 

禁止 


となります。 


踏み台にしない 

落ちたり、ガラスを割ったりして、けがの原 
因とな0まず。 


ガラス天板に強い衝撃を与えない 

本機には強化処理を施したガラスを天板に使 
巧していますび、飽巧に割れないわけではあ 
りません。割れると、破片びけびの原因とな 
りますので下記のことをお守りください。 

• ガラス天板を日 P いたり、先端の尖ったをのを落とす 
など、強い衝撃をちえないで<ださい。 

• 鋭利なちので傷をつけたり、ガラス天板を突いたり 
しないで < ださい。 

• 収納機器を設置するとをに、ガラス天板の端面にぶ 
つけないで < ださい。 


0 

禁止 


緩積載量についてのごま意 

下の図におす質量 ULb のちのを載せないでください。 
指定の質量を超えると、天板や底板び壊れることびあ 
ります。 

30 kg 




!=■ = 1 


0 

14 kg 

み 


禁止 

/ 

ザ V 

、 


めれた手で電源プラグにさわ5ない 

感電の原因となることがありまず。 

めれ手禁止 

ガラス天板はがさない 

内部の部品に触れるなどして、けびの原因に 
なることびあります。 |\) 

禁止 


ヒビの入ったガラス天板は使わない 

ガラス天板び割れて、けびの原因になることびありま 
す。 


キャスターをキャスタートレイに載せ 
るときは、キャスタートレイの上に手 
を置かない 


キヤスターとキヤスタートレイの間に手をは 
さみ、けがの原因となります。 


0 


テレビを固定する 

固定しないと、テレビび落下したり、本機 
び転倒してけびの原因となることがありま 
す。この取扱説明書の説明にしたがい、テ 
レビを固定してください。 


A 

ミ主意 


大音量で長時間つづけて聞かない 


耳を刺激するよラな大をな音量で長時間つづ 
けて聞<と、聴力に悪い影響をちえることび 
ありまず。 

—► 呼びかけられたら気びつくくらいの音量 
で聞 < ことをおすずめします。 


0 

禁止 


安定した場所に置< 

ぐらついた台の上や傾いた所などに置くと、 
製品び落下してけがの原因となることびあ0 
ます。また、置を攝所、取り付け場所の強度 
を充分に確認してください。 


0 

禁止 


コード類は正しく配置する 

電源コードや AV ケーブルは足にひっかける 
と機器の落下や転倒などにより、けびの原因 
となることびあります。充分に注意して接 
続、配置してください。 


0 
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移動させるとさ、長期間使わないとき 
は、電源プラグを抜く 


長期間使用しないとをはち全のため 
電源プラグをコンセントから抜いて 
<ださい。絶縁劣化、漏電などによ 
り火災の原因となることびありま 
す。 


フ•ラグをコン 
セントから抜く 


お手入れの際、電源プラグを抜< 


電源プラグを差し込んだままお手入 
れをすると、感電の原因となること 
びあ0ます。 


處 

つラグをコン 
セントカ'ら巧く 


設置上のご注意 

•本機を設置するとをは、転倒時の危険防止のた 
め、必ず壁を背にして設置して<ださい。 

•テレビを取り付けるとをには、手や指をテレビと 
本機の間にはさんで傷つけないよラにご注意<だ 
さい。 

.特殊な塗装、ワックス、油脂、溶剤などび塗られ 
ている床に本機を置くと、床に変色、染みなどび 
残る攝合びありまず。 

• 移動の隙には指をはさまれないよラご注意<ださ 
し、。また、本機のスピーカーネットを持たないで 
ください。スピーカーネットびはずれて落下ずる 
などして、けびの原因となることびありまず。 

. 本機のスピーカーは防磁型ではありません。 
キャッシュカード、定期券など、臟気を利用した 
カード類やブラウン管方式のテレビは、置かない 
で < ださい。 


使用上のごま意 

• 美しい状態でお使いいただくため、お手入れをす 
る隙には、やわらかい巧で、軽<から巧をして< 
ださい。巧れびひどいとさは食器用洗剤を日〜6 
倍に薄め、やわらかい巧に含ませて軽く拭を取つ 
てください。シンナーやベンジンなどの化学薬品 
はスタンドの仕上げを傷めることびありますの 
で、使わないで < ださい。 

•本機の足に砂やなどび入り込んだ場合、ホを 
傷つけることびあります。 
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電おにごいてのまを上の 
ごま意 


液漏れ-破裂-巧熱による大け 

た i や失明を避けるため、下記のま意 
事項を必ずお守りください。 


A 危険 


A 警告 


電池の巧び漏れたとさは 


素手で液をさわ5ない 

電池の液び目に入った0、身体やな服につ 
くと、失明やけび、皮膚の炎症の原因とな 
ることびあります。液の化学変化により、 
時間びたってから症状び現れることをあり 
ます。 


接触禁止 


必ず次の処理をずる 

—►液び目に入ったとさは、目をこすらず、 

すぐに水道水などのされいな水で充分洗 
し1、ただちに医師の治療を受けて < ださ 
い。 

—► 液び身体や衣服についたとさは、ずぐにをれいな 
水で充分洗い流して<ださい。皮膚の炎症やけび 
の症状びあるとさは、医師に相談してください。 


〇 

指 W 


電池は乳幼児の手の届かない所に置< 


-► 電池は飲み込むと、窒息や胃などへの障 
害の原因となることびありまず。 

■►万一、飲み込んだとをは、ただちに医師 
に相談してください。 


0 

禁止 


電池を乂の中に入れない、加熱•分 
解-改造-巧電しない、水でめ5さ 
ない 


破裂したり、液び漏れたりして、けびややけ 
どの原因となることびあります。 


0 

禁止 


指定な外の電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の違 
ラ電池を混ぜて使わない 


電池の性能の違いにより、破裂したり、液び 
漏れたりして、けびややけどの原因となるこ 
とびお0ます。 


0 


+と一の向きを正しく入れる 

十と一を逆に入れると、ショートして電池び 
発熱や破裂をしたり、液び漏れた0して、け 
びややけどの原因となることびあります。 
■►機器の表示に合わせて、正しく入れてく 
ださい。 


〇 

指 W 


使い切ったときや、長時間使用しな 
いときは、電池を取り出ず 


電池を入れたままにしておくと、過放電によ 
り液が漏れ、けびややけどの原因となること 
びあ0ます。 


〇 

指巧 
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" x . v . Color " および " x . v . Color " □コ‘は、ソニー 
株式を社の商標でず。 


使用上のごを意 

ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになる 
とさは、離近所に迷惑びかからな 
いよラな音量でお間をください。 

特に、夜はかさめな音でち周囲に 
はよく通るをのです。 

窓を閉めた0、ヘッドホンをご使 
用になるなどお互いにむを配り、 

快い生活環境を守りましよラ。こ 
の マークは 音の エチケッ トの シン 
ボル マークでず。 

商標について 

本機はドルビーデジタル* 1 および Dolby Digital 
Plus . Dolby TrueHD デコーダー、 MPEG -2 
AAC ( LC ) デ〕ーダー、 DTS がおよび DTS 96/ 
24 デコーダー、 DTS - HD デコーダーを搭載してい 
ます。 



" PlayStation ^ は株式尝社ソニー • 
エンタテイン六ントの登綠商標です。 


* 1 ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを 
製造されています。 Dolby 、 ドルビー、 " AAC " 
□ 3 及びダブル D 記号はドルビーラボラトリー 
ズの商標です。 

が米国特許番号： 5,451,942; 5,956,674; 

己，974,380; 5,978,762; 6,226,616; 

6,487，己3日； 7,212,872; 7,333,929; 
7,392,195： 7,272,567その他米国および米国 
がで特許申請中の実施権に基づを製造されてい 
ます。 DTS 、 DTS - HD および記号は DTS , Inc . 
の登録商標です。 DTS-HD Master Audio およ 
び DTS □コ’は DTS , Inc . の商標です。製品はソフ 
トウエアを含みまず。© DTS , Inc . 無断複写- 
輯載を禁じます。 

本機は、 High-Definition Multimedia Interface 
CHDMI ®) 技術を搭載していまず。 

HDML HDMI □コ、および High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing 
LLC の商標をしくは米国およびその他の国におけ 
る登録商標でず。 

"プラビアリンク"および " BRAVIALink " 口づ 
は、ソニー株式会社の登歸商標です。 


コンピュータ 
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接続とを摘 

付属品をおかめる 


• リモコン 



• 光デジタル音青コード 

• キャスタートレイ （2) 

(RM-ANU110) 

(1) 

(テレビ接続用） （1) 



广 

〇 〇 〇 
fooool 

狗 





〇口〇 
〇 0 0 

00 

、 J 




. 単3形乾電池に) 


• 取扱説明書（本書） （1) 

ごま 意 




• 組立ガイド （1) 

• 本機には、付属品のほかに組み立 

終 

• 保証書 （1) 

てにお、要な部品び同堀されていま 

• ソニーご相談窓□のご案内 

す。詳しくは、本機に付属の「組 




(1) 

• 「製品登録」のおすすめ （1) 

立ガイド」をご覧ください。 


を部の名前と働を 


詳しい説明は （） 内のページをご覧ください。 

表术窓 

操作部 
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操作部 



田 1/ む（電源） ボタン 
回 INPUT SELECTOR (入力切換）ボタン 

再生する入カソースを選びます。 

押すたびに次のよラに切0換わ0ます。 
TV 一 BD/DVD 一 GAME 一 
SAT/CATV 一 VIDEO 一 LINE IN 一 
TV ..... 


图 AUTO VOLUME (自動 音量） ランプ 
ADVANCED AUTO VOLUME 機能び 
動作しているときに点なします。 

囲回リモコン受光部 
固 VOLUME 宿量 ） +/- ボタン 


表巧窓 


凶 141 


阁 


AACLPCMI IN に HTI I HDMI IICOAX OPTI 

IMUTING 

IDTS96/24 

mirueHUJf. 

田ぃ广： 


J 

DTS-HD LBR 


. : 

MSTR HI RES 


丘]音声 フォーマット 表示 

本機に入力されている音声フォーマット 
が点なします。 

AAC : Advanced Audio Coding 
LPCM : U こァ PCM 
田 TrueHD : Dolby TrueHD 
田 D : Dolby Digital 
田 D+ : Dolby Digital Plus 
DTS 

DTS 96/24* 

DTS-HD LBR : DTS-HD Low Bit 
Rate 

DTS-HD MSTR : DTS-HD Master 
Audio 

DTS-HD HI-RES : DTS-HD High 
Resolution Audio 

* サウンドフィールドびに CH STEREO 」 の 
とをにこのフオー マツ トび入力されると点な 
します。 


他のヴウンドフィールドの場合は点なしませ 

/\j 。 

图 NIGHT (28 ぺージ） 

NIGHT MODE のときに点なします。 

图 HDMI (15 、 16 ぺージ） 

HDMI 信号が入力されているとさに点灯 
します。または、本機の入力び 「TV」 の 
場合、オーディオリターンチャンネル 
(ARC) の信号び入力されているとさに 
点灯します。 

囲 COAX/OPT 

同軸 （COAX) デジタル入力端テ、また 
は、光 （OPT) デジタル入力端子び使わ 
れているときに点灯します。 

固メッセージ表示領域 

音量や選ばれているが部入力などを表示 
します。 


巧のぺージへつづ < 
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固 MUTING 

ミ肖音機能び有効になっているとさに点な 
します。 


U モコン 



田電源ボタン* 

回センター+/-、サブウーファー +/- 
ボタン 

センターとサブウーファーの音量を調節 
します。ここでの設定び、すべてのサウ 
ンドフイールドに反映されます。 

回 <•/ 个 /*/•»' @ 

卜个、ん4で設定を還び、©でま定し 
ます。 

团ツール/オプションボタン* 

团 TV ボタンと一緒に巧すと、つないだ 
テレビのオプションメニューを表示しま 
す。 

固アンプメニューボタンに6ぺージ） 


ホーム ボタン* 

回 TV ボタンと一縄に押すと、つないだ 
テレビのメニューを表示します。 

固 SPEAKERS TV 一 AUDIO ボタン 

本機とテレビのどちらのスピーカーから 
音を出すか選択します。 

团 TV ボタン* 

ソニー 製のテレビの操作をするとさに黄 
色い文字のボタンまたは黄色の点のつい 
たボタンと一縄に押します。 

固サウンドフイールド +/- ボタンに5 
ぺージ） 

TV チヤンネル +/- ボタン* 

团 TV ボタンと一緒に押すと、テレビの 
チヤンネルを切り換えることびでさま 
す。 

回音量+/—ボタン* 

晒自動音量ボタン 

再生中の音量の変化をかなくします 
(ADVANCED AUTO VOLUME 機能)。 
例えば、 CM の音量び番組の音量よ〇大 
さいとさなどに有効です。 

ごを意 

• CD を聞く際には適しません。 

• 入力信号び 、 Dolby Digital , A AC , DTS お 
よび LPCM のときのみ働をます。自動音量び 
動作中に、その他のフオーマットに切〇曽え 
た場合、急に音び大きくなることびありま 
す。 

回消音ボタン* 

回ナイトモードボタン 

ルさい音量でわ音響効果やセリフの明瞭 
さを失わずに楽しめます。 

圆戻るボタン* 

回画面表示ボタン* 

回 TV ボタンと一結に押すと、テレビの 
U モコンの画面表示ボタン機能になりま 
す。 
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圆入力切換+/—ボタン 

再生する入カソースを選びます。 

押すたびに次のよラに切0換わ0ます。 
TV 一 巨 D/DVD 一 GAME 一 SAT/ 
CATV 一 VIDEO 一 LINE IN 一 TV 


* 团 TV ボタンは他社製品のテレビでは使用でさま 
せん。 

ちょっと 一言 

• 音量+ボタンには、凸点（突起）び付いていま 
す。操作の目印として、お使いください。 


リモコンに電池を入れる 

+と一の向さを合わせて、単3形乾電池（付 
属）2本を入れてくださし、。 



ごを意 

• 高温、多湿の場所を避けて保管して<ださい。 

• 新しい乾電池と使った乾電池を混ぜて使わないで 
<ださい。 

• 乾電池を交換するとをは、異物び入らないよラに 
ご注意 < ださい。 

• U モコンを使ラとをは、 U モコン受光部に直射曰 
光や照明器具などの強い光び当たらないよラにご 
注意ください。 U モコンで操作でをないことびあ 
0ます。 

• 長い間 U モコンを使わないとさは、液焉れや破裂 
を避けるために乾電池を取り出して<ださい。 


本機を設置する 

本機の組み立てについて 

設置の前に、本機の組立てを完成させてくだ 
さい。詳しくは、本磯に付属の「組立ガイ 
ド」をご覧ください。 

設置場所について 

本機を設置するとさは、放熱を巧げないよラ 
に壁から7 cmULL 離して設置してください。 
必ず2人上で設置してください。 

本磯側面 ^壁から 

r ?~ J 7 cmULb 

_^_ W 離す。 


1 


音!^屋のコー ナ ーに設置する場合、コー ナ ーか 
ら本機前面まで約8日 cm の距離び必要です。 



ごミち意 

• 設置の際に、手をはさまないよラ気をつけてくだ 
さい。 


本機のキャスターを固定ずる_ 

安全のため、キャスタートレイ（付属）を 
キャスターの下に設置して、本機を固定しま 
す。後ろ備こ2個設置します。 

1 本機を設置場所よりやや手前に 
置く。 


巧のぺージへつづ < 
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本機を後ろに数 cm 巧ず。 

キヤスターび自然に図のよラな向さに 
な0ます。 



片側のキャスターの前にキャス 
夕ートレイを置き、キャスター 
トレイの矢印を本機正面に向け 
る。 



トレイを置くとさは、前方から置くと 
危険なため、必ず横から置いてくださ 
い。 


棚板の下に両手をかけて本機を 
持ち上げ、キャスタートレイの 
上にキャスターを置く。 



持ちあげすざると本機び転倒する場合 
びありますのでごを意ください。 


5本機を前後に揺ずり、キャス 
ターが固定されているかどラか 
確認ずる。 

6反対側ち同様に行ラ。 


拓圆防止の巧置をする_ 

地震などが起さたとを、テレビや本機び転倒 
することを防ぐため、必ず転倒防止の措置を 
してください。 ソこ一 製液晶テレビをお持ち 
の方は、下記の手順で転倒防止の措置をして 
ください。 

1本機の天板にテレビを載せる。 

天板の左ちの中むにテレビを載せてく 
ださい。テレビのテーブルトップスタ 
ンドの後端を、天板の後端にをわせて 
くださし、。 

2テレビに付属の転倒防止用べル 
卜を取り付ける。 

詳しい手順は、 ソニー 製液晶テレビの 
取扱説明書をご覧ください。 

本機背面の中央に木ネジを留める下巧 
びおります。 









































テレビや レコーダー をつなぐ 

HDMI 端子びあるテレビやレコーダーをつなぐには、 HDMI ケーブルを使用します。 

"ブラビア U ンク"に对応した機器を HDMI ケーブルでつなざ、つないだ機器の設定をテレビ側 
で行うと、便利な"プラビアリンク"機能が使えますに0ページ)。 

本機には、"ブラビアリンク"に対応した機器をつなぐことをおすすめします。 


テレビ 



" PlayStation @3" など 



V 


達 


ブルーレイデイスクレコーダー、 
DVD レコーダーなど 


ごを 意 

• 本機の HDMI 入力端テの機能はどれち同じでず。ブルーレイディスクレコーダーに加えて DVD レコーダーな 
どをつなぐ場台は、空いている端子につなざまず。 

• 本機はオーディオリターンチヤンネル （ ARC ) 機能に対応しています。オーディオリターンチヤンネル 
( ARC ) 機能に対応しているテレビの HDMI 入力端子につないだ場合、光デジタル音声コードの接続は不要 
です。 

• オーディオ I 」ターンチヤンネル （ ARC ) 機能に対応しているテレビの HDMI 入力端子には 「 ARC 」 と表記 
されています。それ外の HDMI 入力端子につないでも、オーディオ U ターンチヤンネル （ ARC ) 機能は働 
さません。 

• オーディオ I 」ターンチヤンネル （ ARC ) 機能は HDMI 機器制御機能びオン（入）のときに有効でず。 

• 機器を光デジタル入力端子と HDMI 端子に同時につないだ場合、お買い上げ時の設定では、 HDMI 端子から 
の信号び優先されまず。 

ちょっと 一言 

• 本機の電源びオフ（スタンバイ）のとをでち、テレビに HDMI 信号び伝送されて、つないだ機器の映像と音 
声をテレビで楽しむことびでをます。 
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衛星放送チューナ ー、 ケーブルテレビチュー 
ナーをつなぐ 

HDMI 端子のない衛星放送チューナー、ケーブルテレビチューナーをつなぐ場合は、本機のアン 
プメこユーで HDMI 機器制御機能をオフ（切）に設定してください （19 ページ)。 


HDMI 端テがない衛星放送チューナー、 
RHT - G 10 ケーブルテレビチューナーなど 



V 


HDMI 端子びある衛星放送チューナー、 
ケープルテレビチューナーなど 


ごを意 

• 本機で地上デジタル放送の音声を楽しむには、ケープルテレビチューナーの電源をオン（入）にしてくださ 
い。 


ちょっと一言 

• HDMI 端テがないケーブルテレビチューナーをお使いの場合でち、下記の接続および設定をずることで 
HDMI 機器制御機能をオン（入）に設定したままで使ラことびでさます。 

の本機の光デジタル TV 音声入力にケープルテレビチューナー出力を接続する。 

(15 ページのよラにテレビを光デジタル TV 音声入力につないでいる場合は、はずしまず。） 

⑤アンプ^ニューで、 「 ARC 」 を rOFF 」 烟）にずる。詳しくは、「才ーディオ U 夕ーンチヤンネルの設定 
をする （ ARC )」（29 ページ）をご覧ください。 
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その他の機器をつなぐ 

" PlayStation @2" や DVD プレーヤーなど、 HDMI 端子のない映像機器をつなぐ場をは、本機の 
アンプメニューで HDMI 機器制御機能をオフ（切）に設定してください （19 ページ)。 

VHS デッキなど、サラウンド音声を出力しない映像機器の場をは、映像/音青出力端子を本機 
につながずにテレビにつなぐと、 HDMI 機器制御機能をオン（入）にしたままでお使いいただけ 
ます。 


RHT - G 10 DVD フレーヤーなど 



電源コードをつなぐ 

他の機器やテレビをつないでか5、本機の電源コードを壁のコンセントにつないでください。 
ごを意 

• 本機は、コンセントの近くでお使いください。本機をご使用中に不具合び生じた時は、すぐにコンセントか 
ら電源プラグを抜を、電源を遮断して<ださい。 
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"ブラビア u ンク"を 
使5準備をする 

"ブラビアリンク"に対応した機器を HDMI 
ケーブルでつなざ、つないだ機器の設定をテ 
レビ側で行ラと、複数のつないだ機器をひと 
つのリモコンで簡単に操作をすることびでさ 
ます。 

"プラビアリンク"を使ラには、つないだ機 
器の HDMI 機器制御機能をオン（入）に設定 
してください。 HDMI 機器制御機能に対応し 
ている ソこ一 製テレビをお使いの場合、テ レ 
ビの HDMI 機器制御機能の設定を行ラと、本 
機やつないだ機器の HDMI 機器制御機能ち連 
動して設定されます。 



1 本機とテレビやその他の機器び 
HDMI ケーブルでつながれてい 
ることを確認ずる。 

2 本機とテレビ、つないだ機器の 
電源を入れる。 

3 つないだ機器の映像がテレビに 
映るように、テレビの HDMI 入 
力と本機の入力 （ BD / DVD 、 
GAME^rcISSAT/CATV) ^ 
切り換える。 


4 テレビのメニュー画面に HDMI 
機器一覧を表示し、つないだ機 
器の HDMI 制御を有効にずる。 

本機とつないだ機器側の HDMI 機器制 
询]機能び自動的にオン（入）に設定さ 
れます。 

設定が完了すると、表示窓に 
「COMPLETE」 び表示されます。 

ごま意 

• テレビやつないだ機器の設定については、お使い 
の機器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

「COMPLETE」 が表示されないときは 

本機とつないだ機器の HDMI 機器制御を個別 
にオン（入）に設定してください。 

本機の HDMI 機器制御機能のお買い上げ時の 
設定は 「ON」 です。 

1 アンプメこューボタンを押す。 

2 个/んを繰り返し押して rSETHDMU を 
表示させ、©またはを押す。 

3 个/んを繰り返し押して 「CTRL HDMI」 

を表おさせ、©または4を押す。 

4 个/んを押して、 rON」 を選ぶ。 

HDMI 機器制御機能びオン（入）になりまず。 

5 アンプメこューボタンを押す。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 

6 HDMI 機器制御機能を使用したい機器の 
入力（目 D/DVD、GAME または SAT/ 
CATV) を本機で選択する。 

7 つないだ機器の HDMI 機器制御をオン 
(入）にする。 

つないだ機器の設定については、お使いの機器 
に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

本機に再生機器を追加した0、再接続する 
とさは 

「"ブラビアリンク" を使う準備をする」や 
"COMPLETE」 び表示されないときは」の 
手順をわラー度行つてください。 
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ごを意 

• テレビの 「 HDMI 機器制御」によって、つないだ 
機器の HDMI 機器制御を同時に設定でをない攝合 
は、つないだ機器の六ニューから HDMI 機器制御 
機能を設定してください。 

• テレビやつないだ機器の設定については、お使い 
の機器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 


HDMI 機器制御機能をオフ（切） 
にずる 


"ブラビアリンク"に対応していない機器や、 
HDMI 端子のない機器をつないでいるとさな 
どは、本機のアンプメニューで HDMI 機器制 
御機能をオフ（切）に設定してください。 


つないだ機器の音声 
出力を設定する 

マルチチャンネルデジタル音声を出力するに 
は、つないだ機器のデジタル音声設定を確認 
して < ださい。 

たとえば、ソこ一のブルーレイディスクレ 
コーダーでは、 「HDMI 音声出力」び「自 
動」に設定されていることを確認してくださ 
い。 

詳しくは、お使いの機器に付属の取扱説明書 
をご覧ください。 



4 


アンプ 
メニユ- 


アンプメニュー ボタンを押ず。 

个を繰り返し押して rsET 
HDMI 」 を表示させ、©または 
4を押ず。 

个/心を押して 、 「CTRLHDMU 
を選び、©または4を押ず。 

个を押して、 rOFF 」 を選ぶ。 

アンプメニューボタンを押す。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 
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再を 


"ブラビア u ンク"と 
は？ 

HDMI 機器制御機能（"プラビア U ンク"）に 
対応している ソこ一 製品を HDMI ケーブルで 
つなぐと、下記のよラな機能を使って操作を 
簡単に行ラことびでさます。 

• 電源オフ連動に0ページ） 

• テレビの U モコンか5の操作 （21 ぺージ） 

• オーディオ U ターンチャンネル ( ARC ) 

に1ページ） 

• ワンタッチプレイ （21 ぺージ） 

• 本機の U モコンを使用した音声の切り換え 
に1ページ） 

• 省電力機能 （21 ページ） 

• オートジャンルセレクターに2ページ） 

• シーンセレクト連動に2ページ） 

• アプ U キャストオーディオ機器コント□一 
ルに2ページ） 

• 視聴位置自動調整機能に2ページ） 

"ブラビア U ンク"は、 HDMI 機器制御を搭 
載したソこ一のテレビやブルーレイディスク 
レコーダー、 AV アンプなどび対応していま 
す。 

HDMI 機器制御は 、 CEC (Consumer 
曰 ectronics Control ) で使用されている、 
HDMI ( High-Definition Multimedia 
Interface ) のための相互制御機能の規格で 
す。 

ごま意 

• の機能は、他社製品との間でを操作びでさる 

場合ちありますび、その動作についての保証はい 
たしかねます。 

一電源オフ連動 
ーテレビの U モコンからの操作 


ーオーデイオ U ターンチャンネル （ ARC ) 

ーワンタッチプレイ 

• 政下の機能は、ソニー独自の機能です。他社製品 
との間では働をません。 

一本機の U モコンを使用した音声の切り換え 
一省電力機能 

ーオートジャンルセレクター 
ーシーンセレクト連動 

ーアプ U キャストオーディオ機器コント□ール 
一視聴位置自動調整機能 
• "プラビアリンク"に対応していない機器では働 
さません。 

• つないだ機器の設定によっては、 HDMI 機器制御 
機能び働かないことがあります。詳しくは、お使 
いの機器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 


"ブラビア U ンク"を 

ほ3 

電源オフ連動 

テレビの U モコンでテレビの電源を切ると、 
本機とつないだ機器の電源ち連動して切るこ 
とびでをます。 

電源 ON について 

前回、本機で音を出していた場合は、テレビ 
の電源を入れると本機の電源ち自動的に入り 
ます。 

他のつないだ機器の電源を入れるには、個別 
に操作する必要びあります。 

テレビのホーム こユーか5操作でをる場を 
ちお0ます。 

ごを意 

• テレビのスピーカーから音び出ている状態でテレ 
ビの電源を切った場合、次にテレビの電源を入れ 
てち、本機の電源は入りません。 

• つないだ機器の状態によっては、その機器の電源 
を切ることびでさない場合びありまず。詳しく 
は、お使いの機器に付属の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 
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テレビの U モコンか6の操作 

テレビの U モコンによる簡単な操作でテレビ 
の音靑を本機のスピーカーか5楽しむことが 
でをます。また、音量の調整と消音がでをま 
す。 

本機の電源を入れる。 

本機のスピーカーか5音び出ます。本機の電 
源を切ると、自動的にテレビのスピーカーか 
ら音び出ます。 

ごを 意 

• 本機の電源を入れてから音声び出力されるまで 
に、時間びかかることびあ0ます。 

• お使いのテレビによっては、テレビの音量を変え 
たとをと同じよラに、画面に本機の音量を示す数 
字び表示されますび、画面の数字と本機の表示窓 
の数字び異なる こと があります。 


才ーディオ U 夕ーンチャンネル 
(ARC) 

オーディオ U ターンチャンネル （ ARC ) 機 
能に対応したテレビを、 HDMI ケーブルで本 
磯につなぐと、テレビのデジタル音声信号が 
本機に伝送されます。その場を、光デジタル 
音声コードをつなぐ必要はありません。 
オーディオ U ターンチャンネル （ ARC ) 機 
能を使用しない場合はテレビと本機を光デジ 
タル音声コードでつなぎ、本機のアンプ 
ニューで 「 ARC 」 をオフ（切）に設定して 
ください。 

詳しくは、「オーディオ U ターンチャンネル 
の設定をする （ ARC )」（29 ページ）をご覧 
<ださい。 


ワンタッチプレイ 

つないだ機器を再生すると、自動的に本機と 
テレビの電源び入り、入力び切り換わりま 
す。 


ごま 意 

• テレビによっては、コンテンツの開始部分び出力 
されないことびあ0ます。 


ちょっと一言 

• 前回、テレビのスピーカーから音を出していた場 
合、本機の電源は入りませんび、つないだ機器の 
映像と音声をテレビで楽しむことびでをます。 



本機のリモコンを使用した音声の 
切り換え 

本機の U モコンで音靑を出すスピーカーを切 
0換えることびでをます。 

SPEAKERS TV 一 AUDIO ボタ 
ンを}甲ず。 

テレビ画面に音声を切り換えた表示が現れま 
す。 

ちょっと一言 

• テレビのスピーカーから音を出しているとを、本 
機の表示は 「 MUTING 」 になりまず。 


省電力機能 

"プラビアリンク"に対応したテレビをお使 
いのときは、テレビの電源を切ると 、 HDMI 
信号の伝送を停止して、本機のスタンバイ時 
の消費電力を削減することびでさます。 

お買い上げ時の設定 「 AUTO 」 でこの機能が 
働をます。 

"ブラビアリンク"に対応していないテレビ 
をお使いの場合は、常に省電力機能が働<場 
合びあ0ますので、本機のアンプ^ ニューで 
「PASS THRU 」 を 「 ON 」 に設定してくだ 
さい。 

詳しくは、「省電力機能を使う (PASS 
THRU )」（29 ページ）をご覧ください。 

: 欠のページへつづぐ 
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ごま 意 

. 本機のアンプメニューで 「 CTRLHDMU び 
「 ON 」 のとをのみ設定でさます。 

. 本機のアンプメニューで 「PASS THRU 」 び 
「 ON 」 の場合、本機の電源び切れた状態でち、 

約1 W の電力を消費しまず。 

才ートジャンル七レクター 

r オートジャンルセレクター」に対応のテレ 
ビをお使いのとさは、視聴中のデジタル放送 
の番組情報 （ EPG 情報）を取得して、番組 
のジャンルに応じたヴウンドフィールドに自 
動的に切0換えることびでをます。 

詳しくは、「デジタル放送のジャンルに応じ 
てサラウンド効果を切0換える 
に OUND . FIELD )」（28 ぺージ）をご覧く 
ださい。 

シーン七レクト連動 

r シーンセレクト連動」に対応のテレビをお 
使いのときは、テレビのシーンセレクトに連 
動して本機のサウンドフィールドも自動的に 
切0換えることびでをます。 

テレビのリモコンのシーンセレクト 
ボタンを巧ず。 

テレビのシーンセレクトに応じてサウンド 
フィールドび切0換わ0ます。 

アプリキャストオーディオ機器コ 
ント□—ル 

r アプリキャストオーディオ機器コント□一 
ル」に対応したテレビをお使いのとさは、画 
面のち側に操作用のウィジ X ット（テ画面） 
が表示されます。テレビのリモコンで、入力 
やヴウンドフィールドの切り換えを操作でさ 
ます。音質設定ではスピーカーの再生レベル 
や巨 ASS (低音)、 TREBLE 搞音）の調整 
ちでさます。 


ごを 意 

• 「アプ U キヤスト」のご利用には、テレビのプ 
□ー ドバンド接続環境び必要です。 

詳しくは、お使いのテレビに付属の取扱説明書を 
ご覧ください。 

巧巧位置自動調舊機能 

視聴位置自動調整機能のが部機器連携に対応 
したテレビをお使いのとさは、この機能に連 
動して、本機の左ちの音量バランスを自動的 
に調整することがでをます。 

詳しくは、お使いのテレビに付属の取扱説明 
書をご覧ください。 

HDMI 端子の巧続について 

• High Speed HDMI ケーブルをご利用く 
ださい 。 Standard HDMI ケーブルの場 
合、108 Op や Deep Color 、3 D の映像び 
正し <表示でさない場合びあります。 

• 認証を受けた HDMI ケーブルまたは ソこ一 
製の HDMI ケーブルをおすすめします。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルの使用はおすす 
めしません。 

• HDMI ケープルでつないだ機器の映像びさ 
れいに映らなかったり、音び出ないときは、 
つないだ機器側の設定をご確認ください。 

• HDMI 端子からの音声信号（サンプリング 
周波数、ビット長など）は、つないだ機器 
によ0制限されることびあります。 

• つないだ機器か5の音声出力信号のチヤン 
ネル数やヴンプ U ング周波数び切り換えら 
れた場合、音亩が途切れることびありま 
す。 

• つないだ機器び着作権保護技術 （ HDCP ) 
に対応していないために、本機の 
HDMI TV 出力端子の映像や音靑び乱れた 
り再生でをない場合びあ0ます。このよラ 
な場合は、つないだ機器の仕様をご確認く 
ださい。 
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本機の入力び 「 TV 」 のときは 、 HDMITV 
出力端テからは前回選択された HDMI 入力 
(目 D / DVD 、 GAME または SAT / CATV ) 

の映像び出力されます。 

本機は Deep Color 、" x . v . Color " および 
3 D 伝送に対応しています。 

3 D 映像を楽しむには、 3 D 表示に対応した 
テレビおよび映像機器（ブルーレイディス 
クレコーダー、 " Plays ね tion @3。 など） 

と本機を HDMI ケーブルでつなざ、 3 D メ 
ガネを装着したラえで、 3 D 対応のブルー 
レイディスクなどを再生してください。 


本機のリモコンで操 
作する 


入力切換 
+/ 


■[CZ)- の I (3- 


I 電源 


Q-© Q-0 



本ーム SPEAKERS 

イトモードアンフ X ニユー TV*-AUDIO 

0 0 0 

•ぉ邑 自動音 ■ TV 



つないだ機器を再生ずる。 
本機の電源を入れる。 


入力切換+/ - ボタンを繰り返 
し押して、本機の表示窓に入力 
名を表示させる。 


選んだ入力 

再生ずる機器 

TV 

TV 端子につないだテレ 
ビなど 

BD/DVD 

目 D / DVD 入力端子につな 
いだブルーレイディスク 
レコーダーなど 

GAME 

GAME 入力端モにつな 
いだゲーム機など 

SAT/CATV 

SAT / CATV 入力端子に 
つないだ目 S / CS チユー 
ナーな ど 

VIDEO 

VIDEO 音靑入力端子に 
つないだ DVD プレー 
ヤーなど 

LINE IN 

LINE 音靑入力端子につ 
ないだ CD プレーヤーな 
ど 


巧のページへつづ< 


12 3 
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4 映像機器の場合、テレビの入力 
を、本機につないでいる HDMI 
入力に切り換える。 

詳しくは、テレビに付属の取扱説明書 
をご覧ください。 

5 音量+/—ボタンで本機の音量 
を調節ずる。 


ちょっと一言 

• "ブラビアリンク"に対応した機器をつないだ場 
合は、手順2〜4は自動で行われます。 

• "ブラビアリンク"に対応していないテレビをお 
使いの場合は、テレビのスピーカーからち音が出 
ていることびあります。その場合は、テレビの音 
量を最^\にしてください。 
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サラウンド効ま 


サラウンド効果を楽 
しむ 

本機ではマルチチヤンネルサラウンド効果を 
楽しむことびでをます。お好みのサウンド 
フイールドを選んでください。 


ヴウンドフイールドを確認ずる 



サウンドフィールド +/- ボタンを 
巧ず。 

本機の表示窓に現在のヴウンドフィールドび 
表示されます。 



ヴウンドフィールドを 選ぶ_ 

ヴウンドフィールド +/- ボタンを 
繰り返し巧ず。 

サウンドフィールド+/—ボタンを押すたび 
に、表示が次のよラに切0撰ね0ます。 


STANDARD 一 MOVIE 一 DRAMA 一 
NEWS 一 SPORTS 一 GAMING 一 
MUSIC 一 2 CH STEREO 一 
STANDARD … 

ヴウンドフイールドのお買い上げ時の設定は 
「 STANDARD 」 です。 


サウンドフィールドの種類 


サウンドフィールド 

効果 

STANDARD 

どんなソースにち幅広 
く対応します。 

MOVIE 

セ U フび聞さ取りやす 
く、迫力のあるヴウン 
ドと臨場感び楽しめま 
す。 

DRAMA 

テレビドラマに最適な 
音質で楽しめます。 

NEWS 

アナウンサーの声び聞 
さ取りやすい、ク U ア 
な音声です。 

SPORTS 

辭説び聞さ取りやす 
く、歓声などびヴラウ 
ンドで聞こえ、臨場感 
び楽しめます。 

GAMING 

ゲームに最適な迫力あ 
るサウンドと臨場感び 
楽しめます。 

MUSIC 

音楽番組や音楽系のブ 
ルーレイディスク、 

DVD に最適な音質で 
楽しめます。 

2 CH STEREO 

音楽 CD に最適な音質 
です。 


ちょっと一 言 

• サウンドフィールドは入力ごとに設定でさます。 

. アンプメニューで 「 CTRLHDMI 」 び 「 ON 」 に 
設定され、かつ 「 SOUND . FIELD 」 び 
「 AUTO 」 に設定されているとさは、視聴中のテ 
レビ番組のジャンルに応じて、サウンドフィール 
ドが自動的に切り換わります （22 ページ)。 

•「 CTRLHDMI 」 び 「 ON 」 のときに、ソニー製 
テレビの IJ モコンのシアターボタンを押すと、ヴ 
ウンドフィールドび 「 MOVIE 」 に切り換わりま 
ず（一部のソニー製テレビをのぞく）。 


I 沒姐 
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詳細な設定 


アンプメニューの設 
定をする 


アンプメニューを使ラ_ 

U モコンのアンプメニューボタンを押すと、 
下記の設定びでさます。 

お買い上げ時の設定は下線の項目です。 

電源コードを抜いてわ、お客様の行った設定 
は保持されます。 


AMP MENU 


-LEVEL —— 「CNT -_6, -5,…日， 

LEVEL ... +日，+6 

-SW LEVEL 一 -6，-己，…日， 
…+5, +6 


•-audio 

DRC 


ON 


I—OFF 


-TONE -「巨 ASS - -6, -5, …江 

…+己，+6 

L TREBLE - -6, -5, ■..日, 

…+5, +6 


-AUDIO- 


-DUAL- 

MONO 


-A/V SYNCON 


て 


OFF 


-MAIN 

-SUB 


-NIGHT- 

MODE 


I—MAIN/SUB 
「ON 


-OFF 


LinPUT —— AUTO 
MODE Lqpt 


-SET — 
HDMI* 


-CTRL - pQN 

HDMI Loff 


-SOUND. 

FIELD** 

-PASS —— 
THRU** 

>-ARO* — 


-AUTO 

-MANUAL 

-AUTO 

-ON 


-ON 

-OFF 


L SYSTEM — ^dimmer 



-AUTO — 
ST 巨 Y 

-VERSION 



ON 

DEE 

ON 

OFF 


* 詳しくは、 r プラビアリンク"を使ラ準備をす 
る」 （18 ページ）をご覧ください。 

** これらの設定は 「CTRL HDMI」 び 「ON」 のと 
をのみ表示されます。 



1 アンプメニューボタンを押し 
て、アンプメニュー画面を表示 
させる。 

2 <■/ 个を繰り返し押して、設 
定したい項目を選ぶ。 
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アンプメニューボタンを押し 
て、アンプメニュー画面の表示 
を消ず。 














































センターとサブウーファーのレべ 
ルを設定ずる (CNT LEVEL 
SW LEVEL ) 

本機は、センターの音を左ちのスピーカーか 
ら再生しています。 

センターとサブウーファーのレベルを設定し 
ます。「-6」から「+6」まで、1ずつ設定で 
さます。 

本磯の U モコンのセンター+ /—、サブウー 
ファー+ /— ボタンで調節することわでさ 
ます。 

• rCNT LEVEL 」 ：センターのレベルを調節 
します。 

• rsw LEVEL 」 ：サブウーファーのレベル 
を調節します。 

かをい音量でドルビーデジタルヴ 
ウンドを楽しむ （AUDIO DRC ) 

サウンドトラックの音声のダイナミックレン 
ジを圧縮します。ルさな音量で映画を楽しむ 
とさに便利です 。 AUDIO DRC はドルビー 
デジタル 、 Dolby Digital Plus . Dolby 
TrueHD の音声に対応しています。 

•「 ON 」 ：コンテンツ内の情報に基づいて音 
亩を圧縮します。 

•「 AUTO」 ： Dolby TrueHD のとを、自動 
的に音靑を圧縮します。 

• rOFFJ :音声は圧縮されません。 

音質を調整ずる 
( BASS 、 TREBLE ) 

音声の低域、高域のレベルを調整します。 
「-6」から「+6」まで、1ずつ設定できま 
す。 

•「 BASS 」 ：音声の低域を調整します。 

•「 TREBLE 」 ：音靑の高域を調整します。 


映像の遅れに音青を合わせる 
( A/V SYNC ) 

映像び音声よ0わ遅れている場を、この機能 
で音声を遅らせます。 

• rON 」 ： A/V SYNC 機能を使って、音声と 
映像のずれを調節します。 

• rOFFJ : A/V S 丫 NC 機能を使用しません。 

ごま意 

• この機能を使ってち、完全に映像と合わせること 
がでをない場をびあ 0 まず。 

AAC (2 か国語放送）を楽しむ 
(DUAL MONO ) 

AAC とは、デジタルテレビで採用されてい 
る音声ち式です。 

AAC では 5.1 ch のサラウンド放送や2か国語 
放送にち対応しています。 

AAC 音声を聞くには、テレビなどデジタル 
チューナー搭載機器側でわ「光デジタル音声 
出力設定」などで AAC 音青信号を出力する 
よラに設定してください。詳しくは、デジタ 
ルチューナー搭載機器の取扱説明書をご確認 
<ださい。 

•「 MAIN 」 （ま音声）：主音声のみを再生し 
ます。 

• rsuB 」 （副音靑）：副音靑のみを再生しま 
す。 

•「 MAIN / SUB 」 （を/副）： 左 スピーカーか 
らま音声、ち スピーカーから 副音声を同時 
に再生します。 


H i ¥ 雷巧熙聞 
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かをな音量で聞 < 

(NIGHT MODE ) 

ルさい音量でわ音響効果やセ U フの明瞭さを 
失わずに音亩を楽しめます。 

本機の U モコンのナイトモードボタンで切0 
換えることもできます。 

• rONJ : NIGHT MODE 機能を使用しま 
す。 

• rOFFJ : NIGHT MODE 機能を使用しま 
せん。 

ちょっと一言 

• AUDIO DRC に 7 ページ）を使ラと、ルさな音 
量でをドルビーデジタルを楽しめます。 


衛星放をチユーナーか6の音声を 
選択ずる (INPUT MODE ) 

HDMI ケーブルをつないだだけではマルチ 
チヤンネル音声を出力でさない衛星放送 
チューナーの場合、光デジタル音声コードち 
つないだラえで、この設定を行います。 

•「 AUTO」 ： HDMI SAT / CATV 入力端テか 
らの音靑信号を優先して出力します。 

•「 OPT 」 ： SAT / CATV 光デジタル音靑入力 
端子からの信号を出力します。 

HDMI 機器制御機能の設定をずる 
(CTRL HDMI ) 

HDMI 機器制御機能の設定を変更します。 

• rONJ : HDMI 機器制御機能をオン（入） 
にします。 

• rOFFJ :"ブラビアリンク"に対応してい 
ない機器や、 HDMI 端テのない機器をつな 
いでいるとをはこの設定を選びます。 


デジタル放ちのジャンルに応じて 
サラウンド効果を切日換える 
( SOUND •円 ELD ) 

サウンドフィールドの設定を変更します。 

•「 AUTO 」 ：デジタル放送のテレビ番組の 
ジャンルに応じてサウンドフィールドび自 
動的に切り換わります。（オートジャンル 
セレクター） 

•「 MANUAL 」 ：サウンドフィールド + /- 
ボタンで選んだサウンドフィールドで、音 
亩を出力します。 


番組情報対応表 


番組情報 
( EPG 情報） 

才ートジャンルセレ 
クターで切り換わる 
サウンドフィールド 

ニュース/報道 

NEWS 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

STANDARD 

ドラマ 

DRAMA 

音楽 

MUSIC 

バラエティ 

STANDARD 

映画 

MOVIE 

アニメ/特撮 

STANDARD 

ドキュメンタリー 

STANDARD 

劇場/公演 

MUSIC 

趣味/觀育 

NEWS 

福祉 

NEWS 

その他 

STANDARD 

スポーツ ( CS ) 

SPORTS 

洋画に S ) 

MOVIE 

邦画に S ) 

MOVIE 

情報なし 

STANDARD 


ごを意 

• 番組情報 （ EPG 情報）に応じてサウンドフイー 
ルドび切り換わるとを、音び途切れることびあり 
ます。 
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ちよつと一言 

• プルーレイディスクや DVD を再生しているとを 
のサウンドフィールドは 「 STANDARD 」 にな 
ります。この場台、本機の U モコンでお好みのサ 
ウンドフィールドに切り換えることをできます。 
詳しくは、「サラウンド効果」に日ページ）をご 
覧ください。 


表示窓の明るさを調節ずる 
( DIMMER ) 

表示窓の明るさを2段階で調節します。 

• roN 」 ：表示窓の明るさび暗くなります。 
•「 OFF 」 ：通常の明るさです。 


省電力機能を使う （PASS 
THRU ) 

テレビの電源を切ると、 HDMI 信号の伝送を 
停止して、本機のスタンバイ時の消費電力を 
削減することができます。 

•「 AUTO 」 ：本機のスタンバイ時に、テレビ 
の電源を入れると本機の HDMI 出力端子か 
ら信号を出力します。 

"プラビアリンク"対応のテレビをお使い 
の場合、この設定をおすすめします。 

「 ON 」 設定時よりもスタンバイ時の消費 
電力を削減でさます。 

•「 ON 」 ：本機のスタンバイ時に、 HDMI 出 
力端テか5常に信号を出力します。 

ごを意 

•「 AUTO 」 設定時は、 rON 」 に設定した場合より 
ち映像と音声び出るまでに時間びかかることびあ 
0ます。 

才ーディオ U 夕ーンチャンネルの 
設定をずる （ ARC ) 

オーディオ U ターンチャンネル （ ARC ) 機 
能の設定を変更します。 

•「 ON 」 ：オーディオリターンチャンネル 
( ARC ) に対応したテレビを HDMI ケーブ 
ルで本機に接続している場をはこの設定を 
選びます。 

•「 OFF 」 ：光デジタル音声〕ードで接続し 
ている場合はこの設定を選びます。 


才ートスタンバイ機能 
(AUTO STBY ) 

本機を操作しないまま一定時間（約30分） 

び経過し、本機に音靑が入力されていないと 
き、本機の電源を自動的に切り、無駄な電力 
消費を抑るます。 

• roNj :才ートスタンバイ機能を使用しま 
す。 

• rOFFJ :才ートスタンバイ機能を使用し 
ません。 

ごま意 

• この機能によって本機の電源び切れた場を、巧に 
ご使用になるとをに、テレビの電源オンに連動せ 
ずに、本機の電源びオンにならないことがありま 
す。 

本機のパージヨンを確認する 
( VERSION ) 

表お窓に本機のノ（ージョン情報び現れます。 


I i ¥ 雷な隅が 
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その化 


巧障かな？と思った 
6 

本機の調テびおかしいとき、修巧に出す前に 
わラー度点検してください。それでも正常に 
動作しないとをは、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓口、ソこ一の相談窓口（裏表 
紙）にお問いをわせください。 

電源 

電源が入6ない 

4電源コードびしっかり差し込まれているか確 
認する。 

テレビの電源を入れてち、本機の電源が入 
6ない 

今アンプ ニューの 「 CTRLHDMI 」 び 
「 OFF 」 に設定されていたら 、 KTRL 
HDMU を 「 ON 」 に設定するに8ぺージ)。 
今テレビのスピーカー設定を確認する。本機 
は、テレビのスピーカー設定に電源び連動し 
ます。 

今前回電源を切ったとさに、テレビのスピー 
カーから音声び出ていた場合、テレビの電源 
を入れてち本磯の電源は入りません。 

電源オフ連動機能が働かない 

今テレビの電源を切るとつないだ機器の電源び 
自動的に切れるよラに、テレビの設定を変更 
してください。詳しくは、お使いのテレビに 
付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

テレビの電源を切ると、本機の電源が切れ 
る 

4 HDMI 機器制御機能をオン（入）に設定した 
とさは、電源オフ連動機能び働さ、テレビの 
電源を切ると、本機の電源び切れます。 


本機の電源が勝手に切れてしまラ 

今オートスタンバイ機能び働いていますに9 
ぺージ)。 

音声 

Dolby Digi ね I や DTS のマルチチヤンネル 

の音声が再生されない 

4ブルーレイディスクや DVD などを再生してい 
るときは 、 Dolby Digital や DTS フォーマッ 
卜の音声を選んでいるか確認する。 

今 ブルーレイディ スクレ コーダー /DVD プレー 
ヤーなど、本機につないでいる機器の音声設 
定を確認する。 

サラウンド効果び得6れない 

今サウンドフィールドの設定と入力信号によっ 
ては、サラウンド処理による臨場感に5ペー 
ジ）び得6れないことびあります。番組や 
ディスクによってはサラウンド成分び少ない 
ことびお0ます。 

-> サラウンド効果機能対応のブルーレイディス 
クレコーダー / DVD プレーヤーなどをつない 
でいる場合には、本機のサラウンド効果び得 
られないことびあります。その場合には、つ 
ないだ機器のサラウンド機能の設定をオフ 
(切）にしてください。詳しくは、お使いの 
機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

本機か6テレビの音声が出ない 

今テレビと本機をつないでいる光デジタル音声 
コード、またはアナ□グ音声コードの接続を 
確認する （15 ページ)。 

4テレビの音声出力設定を確認する。 

今 オーディオ U ターンチヤンネル ( ARC ) 対応 
のテレビをお使いの場合、 HDMI 機器制御機 
能およびオーディオ U ターンチヤンネル 
( ARC ) 設定をオン（入）にしてください。 

本機とテレビの両ちか6音び出る 

今 HDMI 機器制御機能びオフ（切）のとをや、 
選択した機器び HDMI 機器制御機能に対応し 
ていないとさは、本機またはテレビを消音す 
る。 
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テレビの音声が映像より遅れる 

->「 A / VSYNC 」 びオン（入）に設定されてい 
たら、 「 A / VSYNC 」 をオフ彻）に設定す 
る。 


本機か6つないだ機器の音声が出ない、ま 
たは音が小さい 

-> 音量+ボタンを押し、音量を確認する。 

4消音ボタンや音量+ボタンを巧して、消音磯 
能を解除する。 

-> つないだ磯器び正しく選択されているか確認 
する。 

4つないだ磯器の端テと本機の端テび、奥まで 
しっかり差し込まれているか確認する。 

4つないだ磯器の HDMI 設定を確認する。 

音が途切れたり、ノイズび出る 

-> 「本機で対応するデジタル入カフォーマット」 
を確認する （33 ページ)。 

音が左ちに揺れる 

■> 視聴位置自動調整機能び働いています。テレ 
ビ側の設定をオフ（切）にする。 


映像_ 

テレビ画面に映像が出ない 

-> テレビと本機を正しくつないでいるか確認す 
る。 

-> 本磯でテレビび正しく選択されているか確認 
する。 

-> 本磯の U モコンの入力切換+/— ボタンで入 
力を切り換える。 

4テレビをビデオ入力などの該当する入カモー 
ドに設定する。 

-> 本磯の HDMI 入力端子と HDMI 出力端子を逆 
につないでいないか、確認する。 

-> つないだ機器の端テと本機の端テび、奥まで 
しっかり差し込まれているか確認する （1 己、 
16、17ページ)。 


テレビ画面に 3 D 映像が出ない 

-> テレビおよび映像機器の仕様によっては、 
3 D 表示でさない場合びあります。本機び対 


応する 3 D 映像フォーマットをご確認くださ 
い （33 ページ)。 

本機び電源スタンバイのとき、テレビに映 

像と音声び出ない 

■> 本磯び電源スタンバイのとさに、テレビへ出 
力される映像と音亩は、本機の電源を切る前 
に最後に選ばれていた HDMI 入力の信号で 
す。視聴したい機器び、最後に選ばれていた 
HDMI 入力と異なる場合は、機器の再生を開 
始して、ワンタッチプレイを実行するか、本 
磯の電源を入れて HDMI 入力を選び直してく 
ださい。 

4 "プラビアリンク"に対応していない機器を 
つないでいる場合は、アンプゾニューの 
「PASS THRU 」 び rONJ に設定されてい 
るか確認する （29 ページ)。 ^ 

-> アンプメニューの 「CTRL HDMI 」 び 0 

rOFFJ に設定されていたら 、 「CTRL 音 

HDMI 」 を rONJ に設定する （28 ぺージ)。 


■ J モコンが機能しない_ 

-> 本磯の回受光部に向けて操作する。 

-> U モコンと本機との間に障害物を置かない。 

■> 電池びちい場合は、すべての電池を新しいち 
のに取り換える。 

-> U モコンの正しいボタンを押しているか確認 
する。 


その他_ 

HDMI 機器制御びラまく働かない 

-> HDMI 接続を確認する（15、16ページ)。 

-> テレビの HDMI 磯器制御機能の設定を行ラ 
(18 ページ)。 

■> つないだ磯器び"プラビアリンク"に対応し 
ていることを確認する。 

-> つないだ磯器の HDMI 機器制御設定を確認す 
る。お使いの磯器に付属の取捉説明書をご覧 
ください。 

4 HDMI 接続を変更したときは、 r プラビア U 
ンク"を使う準備をする」 （18 ページ）の手 
順を再度行って < ださい。 


次のページへつづ< 
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今本機の電源コードを抜き差ししたとさは、 1 己 
秒切上待ってから動作させる。 

-> 映像機器の音芦出力を HDMI ケーブル政がで 
本機につなぐと、"ブラビアリンク"び影響 
して音芦び出ないことびあります。その場 
合、"プラビア U ンク" （ HDMI 機器制御機 
能）をオフ（切）にする （19 ページ）か、音 
声出力端子ちテレビにつないで<ださい。 

本機の表示窓に 「 PROTECTOR 」 と 
「PUSH POWER 」 が交互に表示される 

1/(1) (電源）ボタンを巧して電源を切り、 

「 STANDBY 」 び消えたら料下の項目を確認 

する。 

4本機の通気孔びふさびっていないか点検す 
る。 

これ6の処置をしても正常に動作しないと 

きはーリセット 

本体のボタンを下記の手順で操作します。 

11/(1) (電源）ボタンを押して電源を入れ 
る。 

2 本体の INPUT SELECTOR、VOLUME 
一を押しなびら、1/の（電源）ボタンを押 
す。 

表示窓に 「COLD RESET 」 と表示され、 
アンプ;ニューやヴウンドフィールドな 
どがお買い上げ時の状態に戻ります。 


保証書とアフター 
ヴービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け 
取り <ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保をしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチ王ックを 

この取扱説明書の「故障かな？と思ったら」 
の項を参考にして、故障かどラかを点検して 
<ださい。 

それでも具合の悪いときはヴービス窓□へ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談 
窓□のご案内」にある近くのソこーサービス 
窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再 
生、再利用する場合びあ0ます。その隙、交 
撰した部品は回収させていたださます。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは、保証書をご覧ください。 

保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社では、ステレオの補修用性能部品（製品 
の機能を維持するために必要な部品）を、製 
造打ち切り後8年間保有しています。 

ご相談になるときは、巧のことをお知 5 せく 
ださい。 

• 型名： RHT - G 10 
. 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 
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まな仕様 


本機で対応するデジタル入カフォーマット 

本機で対応するデジタル入カフォーマットは 
1；(下のとお0です。 


フオーマット 

対応/非対応 

Dolby Digital 

O 

Dolby Digital Plus 

o * 

Dolby TrueHD 

o * 

DTS 

o 

DTS 96/24 

o 

DTS-HD Master Audio 

o * 

DTS-HD High Resolution 
Audio 

o * 

DTS-HD Low Bit Rate 

o * 

MPEG2-AAC 

o 

U ニア PCM 2ch 48kHz しツ下 

o 

U ニア PCM 最大 7.1ch 192kHz 
し:^下 

o * 


* HDMI 接続のみで入力巧能です。 


アンプ部 

実用最大出力（が同時出力、 JEITA*) 

フ □ ント部 75W + 75W 、 

4 0 

サブウーファー部 SOW、 6 0 、 
100 Hz 

* J 曰 TA ( 電子情報技術産業協を）による測定値で 
す。 

入力端子（アナ □ グ） 

LINE 入力感度： 435 mV 

インピーダンス ：18 kQ 
入力端子（デジタル） 

TV 、 SAT/CATV 
光 

VIDEO 同軸 

HDM 刚 

コネクター HDMI @ コネクター 

ビデオ入出力巨 D/DVD 、 GAME 、 SAT/CATV : 
640 X 480p 、 59.94/60 Hz 
720 X 480p 、 59.94/60 Hz 
1280 X 720p 、 59.94/6 日 Hz 
1920 X 108 日し 59.94/60 Hz 
1920 X 1080 p 、 59.94/60 Hz 
720 X 576p 、 日 0 Hz 


1280 X 720p. 50 Hz 
1920 X 1 日 8 日し 50 Hz 
1920 X 1 日 80p、50 Hz 
1280 X 720p 、 29.97/30 Hz 
1920 X 1080p 、 29.97/30 Hz 
1280 X 720p 、 23.98 に 4 Hz 
1920 X 1 日 80p 、 23.98/24 Hz 
Deep Color : 30bit/36bit 
ビデオ入出力 （ 3D) 

1280 X 720p 59.94/60 Hz 
Frame packing 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

1920 X 1 日 8 功 59.94/60 Hz 
Frame packing 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

1920 X 108 日 p 5 目 . 目 4/60 Hz 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

1280 X 720p 50 Hz 
Frame packing 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

1920 X 108 Oi 50 Hz 
Frame packing 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

1920 X 1080p 50 Hz 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

1920 X 1 日 80p 23.98 に 4 Hz 
Frame packing 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

1920 X 1080p 29.97/30 Hz 
Frame packing 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

1280 X 720p 23.9 が 24 Hz 
Frame packing 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

1280 X 720p 29.97/30 Hz 
Frame packing 
Side-by-Side (Half) 
Over-Under 
(Top-and- 巨 ottom) 

Deep Color : 30bit/36bit 



次のページへつづ < 
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オーディオ入力 

目 D/DVD 、 GAME 、 SAT/CATV : 
r 本機で対応するデジタル入力 
フオーマット」 （ 33 ページ）をご覽 
ください。 

フロントスピーカー部 

形式 

フルレンジスピーカーシステム、 
アコースティックサスペンション型 

使用 スピーカー 

6.5 mm コーン型 

サブウーファー部 


列 ■ 形寸法 ： mm 

④ 

1,000 


405 

⑥ 

435 

⑥ 

450 

収納部内寸 ： mm 


954 

© 

191 

⑥ 

378 

質量 ： kg 

24 


仕様およびが観は、改良のため、予吉な < 蜜要する 
ことびありまずが、ご了承 < ださい。 


形式 

サブウーファーシステム、 

バスレフ型 

使用 スピーカー 

80 mm コーン型 X 2 

本巧 

電源 AC 100V 、己日 /6 日 Hz 

消費電力 電気用品を全法による表示：日 0 VV 

スタンバイ状態のとき：日 .3 WOT 
( 本機びスタンバイでも、本機をと 
おして HDMI 機器の映像を見ている 
とき： 4.0 W じ ( 下） 

がお寸法（幅 / 高さ / 奧行さ） 

1,000 mm X 450 mm x 
435 mm 



省エネルギー 


• デジタルアンプ S-Master 搭 
載によりアンプブ□ックの 
電力効率を 85% し U 上に改善。 
• オートオフ機能。 

• 包装体積 31% 削減に 009 
年度当社従来モデル比)。 
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あ行 

アンプメニュー26 
オーディオ U ターンチャンネル 

(ARC) 15、21 

オートジャンルセレクター22 
オートスタンバイ機能29 
音声信号選お28 
宣声を遅らせる27 
宣量調整11、12 

か行 

キトスタートレイ13 
高宣域調整27 

を巧 

サウンドフィールド2己 
サブウーファーレベル調整27 
自動宣量11、12 
スピーカーレベル調整27 
接続 

衛星放送チューナー16 
ケーブルテレビチューナー 
16 

テレビ1己 

光デジタル音声コード15、 
16 

プルーレイディスクレコー 

ダー15 

DVD プレーヤー17 
DVD レコーダ ー 1日 
"PlayStation ⑩ 2" 17 
"PlayStation ⑩ 3" 1己 
VHS デッキ17 


は巧 

表示窓の明るさ調節29 
"プラビアI」ンク " 20 
プ□テクト表示32 
本機を設置する13 

S 巧 

U セット32 

U モつン 

操作する12 
電池を入れる13 

A-Z 

AUDIO DRC 27 
AUTO STB 丫 29 
A/VS 丫 NC 27 
BASS 27 
CNT LEVEL 27 
DIMMER 29 
DUAL MONO 27 
INPUT MODE 28 
NIGHT MODE 28 
SW LEVEL 27 
TREBLE 27 
2 か国語放を 27 


た巧 

ダイナ S ックレンジ圧縮27 
低宣域調整27 
転倒防止の措置をする14 


な巧 

ナイトモード28 

入力切換11、13 


ブラビアリンクガイドページ 

ブラピアリンクの接続や対応機器などに関す 
る情報は、下記ホームページで確認でをます。 
http :// www . sony . jp / bravialink / 


ぶ < あるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをご活用 < ださし、。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談な口 

■ ( i 巧巧設'如 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

フリーダイヤル 

0120-222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

0466-31-251 1 

携帯電話‘ PHS ’ 一部の IP 電話 

0466 -31-2 己31 

《巧巧説巧書‘ 1」モコン等の應入ネ目談は 
こちらへお問い合0せください。 

FAX (巧巧） 0120-333-389 

♦ 


上記ま号へ接続を、最巧のガイダンスび流れている間に 

r306j+r#j 

を巧してください。直接、担当窓口へおつなぎします。 
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